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要旨：有機物である乾燥酵母エビオス錠と緩効性無機物肥料であるマグアンプ小粒を，それぞれ 3 段階の濃度で土

壌に添加して，1 年 6 ヵ月間育苗した菌根苗の苗高，根元径，地上部乾重，シロ乾重，シロ以外根乾重を調査した。

その結果，マグアンプを添加した処理区では，苗高，根元径，地上部乾重，シロ以外根乾重が対照区に比べて大きく

なり，生育改善が認められた。エビオスを添加した処理区では，苗高，根元径，地上部乾重，シロ以外根乾重は，い

ずれも対照区と同程度で，生育改善に効果は認められなかった。また，シロ乾重は統計的な有意差は認められなかっ

たものの，低濃度のマグアンプで対照区よりも大きくなる傾向が伺えた。 
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Ⅰ はじめに 

マツタケの栽培化を目指す上で，マツタケを共生させ

た苗木(菌根苗)を作出し，シロを作り出すことは大きな

ステップであると考えられる(3)。筆者はこれまでのマツ

タケ菌根苗作出研究の経緯を踏まえ，菌根苗を作出する

際の，菌と植物の生育に最適な栄養条件を明らかにする

ことを目的に，有機物である乾燥酵母エビオス錠と緩効

性無機物肥料であるマグアンプ K 小粒を土壌に添加し

て菌根苗作出試験を開始した(2)。前報(2)では，無菌実生

苗を植え付けてから 2 ヵ月後に，目視により菌根苗を評

価し，シロは観察できなかったものの，マグアンプ K を

添加した，特に添加量が多い処理区で葉，茎の生育状況

が良好と評価され，共生するマツタケ菌にも良い影響を

もたらすことが期待された。しかし，継続観察を前提に，

容器側面からの目視による評価のみを行ったため，実際

の植物の成長量は不明のままである。 

 今回は前報の評価後，無菌実生苗を植えつけてから 1

年 6 ヵ月後の結果を報告する。 

 

Ⅱ 材料と方法 

１．菌根苗の作出 茨城県内アカマツ林で採取した花

崗岩質山砂土壌と頁岩質土壌を 1：1(体積比)で混合した

ものを水分含量 10%になるように調整し、有機物である

乾燥酵母と、無機物の緩効性肥料であるマグアンプ K 小

粒をそれぞれ表－１に示す 3段階の濃度で土壌に含ませ

た後、1L ずつ菌根苗作出容器に詰め、121℃で 60 分間

オートクレーブ滅菌した。マグアンプ K とエビオスの添

加量については、同じ数字で同じ窒素量を添加するよう

に調整した(表－１)。対照として、栄養剤を含まない土壌

を容器に詰めて滅菌した。1 晩冷却した後、MNC 液体培

地で培養したマツタケ菌株(AT638、茨城県林業技術セン

ター)を 1～2g(湿重)切り分け，1 つの容器につき 5 ヵ所

接種した。その後、20℃暗黒条件下で 3 ヵ月間培養した

後，アカマツ無菌実生苗を植え，照度 20,000Lx、20℃の

人工気象室に静置した。 

２．調査方法 無菌実生苗を植えてから 1 年 6 ヵ月間

育苗した各処理区の菌根苗に枯死したものはなかったた

め，すべてデータ解析に供試した(n=6)。苗高と根元径を

測定後，地上部を切り取り，地下部については，ふるい

の上で水洗しながら刷毛やピンセットなどを用いて，根

を洗い出し，目視によりシロを切り分けた。切り取った

地上部とシロ，シロ以外の根を 105℃で 24時間乾燥し，

乾重を測定した。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 植えつけて 1年 6ヵ月の菌根苗の成長量を評価した結

果(図－１)，苗高，根元径，地上部乾重，シロ以外根乾重

については，マグアンプ K を添加した M-１, M-１，M-

３区において，対照より有意に大きくなっていた。一方，

エビオスを添加した E-１, E-２, E-３区においては，対

照と有意差は認められなかった。シロ乾重については，

有意差は認められなかった。これらのことから，マグア
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ンプ K が植物の成長に有効であることが示された。エビ

オスについては，いずれも対照区との有意な差は認めら

れなかった。これまでに，生育途中に添加することの有

効性は示されているが(1)，今回育苗初期段階で添加して

も効果はなかったことから，エビオスの添加のタイミン

グが菌根苗の生育促進に大きく影響することが考えられ

た。 

 

Ⅳ おわりに 

 今回の結果から，低濃度のマグアンプ K が菌根苗の育

苗に有用である可能性が示された。今後，菌根苗の量産

にあたって，今回得られた知見を加味し，シロの大きな

菌根苗を作出し，マツタケ栽培化研究を加速化させるこ

とが重要である。 
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図－１．各種栄養剤を添加して1年 6ヵ月育苗した菌根苗の成長量 

*は対照区と有意差がある処理区を示す(Tukey-Krammer P<0.05) 

表－1．各処理区の栄養剤とその添加量 

処理区 添加量(g/L) 栄養剤の名称 

M-１ 0.67 マグアンプＫ(ハイポネック

ス社製，N-P-K-Mg＝6-40-6-

15) 

M-２ 1.33 

M-３ 2.66 

E-１ 1.56 エビオス錠剤(アサヒフード

アンドヘルスケア社製、窒素

含有量 2.56%) 

E-２ 3.12 

E-３ 6.24 

対照 -  

 


